
 

第６学年１組  家庭科  学習指導案 
                           

指 導 者 T１教諭 板倉 富美江 T２栄養教諭 長尾 豊美 

 

１ 題材の構想  まかせてね 今日の食事（東京書籍）   Ｂ(1)イ(2)イ(3)アイ Ｃ(2)アイ 

   

題
材
終
了
時

の
児
童
の
姿 

 食事の大切さや栄養のバランスを考えた献立の立て方を理解するとともに、環境への配慮、

自分や家族の健康を考えた食事づくりをするための調理計画や調理の仕方を工夫し、自分の食

生活をよりよくしようとしている。 

 〔知識及び技能〕 〔思考力，判断力，表現力等〕 「学びに向かう力，人間性等」 

題
材
の
目
標 

・献立を構成する要素が分か
り、１食分の献立作成の方
法について理解する。 

・調理に必要な材料の分量や
手順が分かり、調理計画に
ついて理解する。 

・材料に適したゆで方、いた
め方を理解し、適切にでき
る。 

・１食分の献立の栄養のバラン
スや環境に配慮した調理の仕
方について問題を見いだして
課題を設定する。 

・様々な解決方法を考え、実践
を評価・改善し考えたことを
表現するなどして課題を解決
する力を身に付ける。 

・家族の一員として生活をよ
りよくするために、栄養を
考えた食事や環境に配慮し
た生活について、主体的に
取り組む。 

・自分の生活を振り返って改
善したり、工夫したりして
実践しようとしている。 

目
標
に
向
か
う
た
め
の
手
立
て 

〇研究の視点 
【視点１ 課題設定の工夫】 

児童の実態調査に加え保護者へのアンケート結果や設定家族の食生活を提示することで自分
の食生活における問題に気づき、なりたい自分の姿を具体的にイメージできるようにする。 
 

【視点２ 指導の工夫】 
自分や家族の健康を考えた献立づくりにおいては、設定家族の献立について、栄養バランス

チェック表（熊本市教育センター作成）を活用して栄養のバランスを考えた献立に改善する活
動を行う。また、調理実習や実践報告会においては、調理の過程や作った献立を画像や動画で
記録したものを発表させる。これらを通して、自分の考えを表現したり他者の考えを学んだり
して、考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
 

【視点３ 振り返りの工夫】 
生活の中から課題を見出し、学んだことを生活に生かすという教科の特質から「今日の学

び」「これから」の視点で振り返りを行う。また、自分の生活の変化や成長を実感できるように
するためにロイロノートやメタモジを活用し、題材を通して振り返りを蓄積していく。さらに
調理の様子や映像を残しておき、技能の習得状況を把握するとともに、改善点が分かるように
する。 

児
童
の
実
態 

昨年度は、学校での調理実
習はできなかったが、今年度
は１学期に、いためる調理を
行った。 
家庭での調理体験は、「ほ

とんどしたことがない」が６
割であった。 
 家庭科の調理でできるよう
になったと感じていることは
「いためる料理を作る」が９
割、「包丁で食材を切る」が
６割、「みそ汁を作る」が２
割であった。家庭での調理へ
の参加が少ないのが現状であ
る。 

「食習慣について自分の問題は
何ですか」（複数回答）の問い
に、「栄養バランス」を挙げてい
る児童が６割、「噛む回数が少な
い」と「好き嫌い」がそれぞれ
５割であった。児童は栄養のバ
ランスに関して意識しているも
のの、個々の課題を解決するま
での実践には結びついていな
い。 
 保護者向けのアンケートで
は、家族の食習慣の問題は、
「栄養バランス」と「好き嫌
い」について、ともに５割の保
護者が挙げていた。 
 

１学期の調理の家庭実践の
振り返りでは、「喜んでもらえ
てうれしい」と感じている児
童がほとんどだった。「毎日、
いろいろ考えて調理をしてい
る親はすごい」「これから料理
を手伝うようにしたい」と書
いている児童もいた。 
給食時の様子からは、少

食・偏食の児童が多く、五大
栄養素について学んではいる
ものの実際の食生活とのつな
がりは低いと見てとれる。 
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単元（題材）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 献立を構成する要素が分かり

１食分の献立作成の方法につ

いて理解している。 

② 調理に必要な材料の分量や手

順が分かり、調理計画につい

て理解している。 

③ 材料に適したゆで方、いため

方を理解しているとともに、

適切にできる。 

① １食分の献立の栄養バのラン

スや環境に配慮した調理の仕

方について問題を見いだして

課題を設定している。 

 

② 様々な解決方法を考え、実

践を評価・改善し、考えた

ことを表現するなどして課

題を解決する力を身につけ

ている。 

① 家族の一員として生活をよ
りよくするために、栄養を
考えた食事や環境に配慮し
た生活について、主体的に
取り組む。 
 

② 自分の生活を振り返って改

善したり工夫したりして、

実践しようとしている。 

指導と評価の計画（１０時間取り扱い ●本時３/１０） 

課題 次 時 主たる学習活動 評価する内容と方法等 

家
族
の
た
め
に 

健
康
に
よ
い
１
食
分
の
食
事
を
作
ろ
う 

 １ １ ○アンケート結果や設定家族の献立をもと
に自分の食生活を振り返り、題材を通し
ためあてを設定する。 

【思】①振り返りシート 
【主】①振り返りシート 

２ ２ 〇主食・主菜・副菜・汁物を組み合わせて献
立を立てることや、献立を立てる順番を
理解する。 

【知】①学習シート 
【主】①振り返りシート    

３ ●一食分の献立を考える活動を通して、栄
養のバランスを考えた献立の立て方を理
解する。 

【知】①学習シート 
①振り返りシート    

４ 
５ 

〇ゆでる、いためる調理を組み合わせた「野
菜のベーコン巻き」の調理計画を立てる。 

【知】②学習シート 
【思】①学習シート 

６ 〇調理する。（一人調理） 【知】③行動観察・学習シート 
【主】①行動観察 

３ ７ 
８ 

○家族のために作る１食分の献立を考え、
調理計画を立てる。（副菜・汁物） 

【知】②学習シート 
【思】①学習シート 

課外 家庭実践  
４ ９ 

１０ 
〇家庭実践報告書を作成し、自分の家庭実
践を振り返る。実践報告会を通して、これ
からの食生活に生かす計画を立てる。 

【思】①報告書・振り返り 
【思】②振り返りシート 
【主】②振り返りシート 

栄養バランスチェック表（熊本市教育センター作成） 

献立の内容を考える 

献立 

栄養のバランスをチェックする ➡ 
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２ 本時の授業計画   
（１） 本時の目標  

１食分の献立を考える活動を通して、栄養のバランスを考えた献立の立て方を理解することがで 
きる。   
 

（２）展開 

 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

・予想される子どもの反応 

○教師の支援（T1 T2） 

◎評価 
備考 

・ICT機器等 

導 

入 

５ 1 太郎さんの献
立を確認し、
本時のめあて
を立てる。 

〇太郎さんが考えた献立を見てみま
しょう。 

・主食、主菜、副菜、みそ汁がある
ね。 

・黄、赤、緑が全部入っているけど、
栄養のバランスはいいのかな。 

 
 

T1 T2太郎さんの献立を
考えることで、献立
の構成要素や献立を
考えるときに栄養の
バランスを考える大
切さに気付かせる。 

電子黒板 

展 

開 
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２ 太郎さんの
献立について
考える。 

 
（１）個人で考

える。 
 
 
（２）友達と考

える。 
 
 
 
３ 栄養バラン
スを考えた献
立の立て方の
ポイントをま
とめる。 

 
 
（１）全体で意

見交流を
する。 

 
 
 
 
（２）栄養バラ

ンスにつ
いてまと
める。 

 

〇太郎さんの献立をよりよくするに
はどうしたらよいか考えてみまし
ょう。 

・栄養のバランスをよくするにはど
うすればいいのかな。 

・緑の食品が足りないようだからみ
そ汁の実を□□にしてみよう。 

 
〇友達と意見交流しましょう。 
・副菜を別の料理に変更してみた
よ。 

・みそ汁の実を変えたんだね。 
 
〇友達と意見交流した献立につい
て、発表しましょう。 

・緑の食べ物を増やすために生野菜
サラダに副菜を変えました。 

・みそ汁の実を旬で緑の□□にしま
した。 

 
〇栄養のバランスを考えた献立作り
のポイントをまとめましょう。 

・副菜や汁物の実で野菜をたくさん
とることができる。 

・主食・主菜を決めて、副菜・汁物
で栄養のバランスを整える。 

 
〇献立を立てる際の栄養のバランス
について栄養教諭の長尾先生にお
話を聞いてみましょう。 

 
〇栄養のバランスを考えた献立を立
てるには、どうすればよいかまと
め、太郎さんにアドバイスしまし
ょう。 

T1タブレット上で可視
化した中で、黄・
赤・緑のグループを
確認する。 

 
T1 T2選んだ副菜やみ
そ汁の実について選
んだ理由を考えさせ
るようにする。 

 
 
 
 
T1 T2発表した献立に
対して述べた理由を
認めながら補足し、
子ども達の理解が深
まるようにする。 

 
 
T1複数の食品を組み合
わせることで、栄養
のバランスを整える
ことができることに
気づかせる。 

 
 
T2黄：赤：緑の割合
が、３：１：２を目
安にするとよいこと
を知らせ、栄養のバ
ランスへの理解を深
めさせる。 

◎【知】①栄養のバラ
ンスを考えた献立の
立て方を理解してい
るか。 

電子黒板 
 
副菜カー
ド 
 
タブレッ
ト 
(ロイロ
ノート) 
栄養バラ
ンスチェ
ック表 
（熊本市
教育セン
ター作
成） 
 
 
発表メモ
（ノート） 
 
 
 
 
 
黄・赤・
緑のバラ
ンス図 
 
 
 
 
太郎さん
へのアド
バイス 

終 

末 

５ ４ 本時の学び
を振り返る。 

 

〇栄養のバランスを考えた食事づく
りができる自分に近づくことがで
きましたか。 

・栄養のバランスのとり方が分かっ
た。 

・栄養のバランスのよい献立を立て
るには、副菜や汁物の実で調節で
きることが分かった。 

T1 本時の学びを振り
返ることにより次時
の学習に生かせるよ
うにする。 

 
 
 

タブレッ
ト 
（メタモ
ジ） 

栄養のバランスを考えた献立を立てよう。 
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